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【男性】 
・暇でしょうがなかった。 

・定年直後何をしてよいか判らず右往左往。 

・やりたかったことが いつでもやれるとなると やる気が無くなった。 

・地域に入る方法がわからなかった。 

自治体主催の地域デビュー応援講座への参加動機  

・地域のことを知りたかった。 

・勤めがそろそろ終るので、何も趣味が無いから。 

【女性】 
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 定年シニアの課題 ・・・地域への入り方以前の問題有り 
  「定年後、時間をもてあましている 

  何をしたらよいかわからない、地域のことも不明」 



3 

アンケート調査でわかったこと 

■多くの人は定年後の生活についてよく考えていない 

ＣＥＬ関東・関西生活者実態ネット調査（2016）  

リタイヤ後の準備 

していない 
76％ 

している 
24％ 

ＣＥＬ企業内ネット調査（2018）  

ｎ=308 

再雇用嘱託者（60代前半）対象 


Graph1

		40-49歳		40-49歳		40-49歳		40-49歳

		50-59歳		50-59歳		50-59歳		50-59歳

		60-69歳		60-69歳		60-69歳		60-69歳



概ねこうしたいと考えている

考えたことはあるが、イメージがわかない

今は考えていないが、定年までには考えたい

定年後、ゆっくり考えたい

定年後のことについて
概ねこうしたいと考えている人の割合（ｎ=1151）

0.191

0.267

0.4



Q21定年後の考え

		

						Q21　あなたは、定年退職後のセカンドライフについてどの程度考えていますか。（回答は1つ）

				ｎ=		【表側２】Q33　あなたの性別をお答えください。（回答は1つ）				概ねこうしたいと考えている		考えたことはあるが、イメージがわかない		今は考えていないが、定年までには考えたい		定年後、ゆっくり考えたい		(%)

				1,151				TOTAL		24.1		32.8		31.4		11.7

				611		TOTAL		40-49歳		0.2		33.9		35.8		11.1

				420				50-59歳		0.3		34.3		29.5		9.5

				120				60-69歳		0.4		22.5		15.0		22.5

				836		男性		TOTAL		25.7		30.5		31.3		12.4

				411				40-49歳		21.9		30.9		35.5		11.7

				325				50-59歳		26.5		32.3		30.8		10.5

				100				60-69歳		39.0		23.0		16.0		22.0

				315		女性		TOTAL		19.7		39.0		31.4		9.8

				200				40-49歳		13.5		40.0		36.5		10.0

				95				50-59歳		27.4		41.1		25.3		6.3

				20				60-69歳		45.0		20.0		10.0		25.0

						質問文原文		【表頭】あなたは、定年退職後のセカンドライフについてどの程度考えていますか。（回答は1つ）

								【表側２】あなたの性別をお答えください。（回答は1つ）

								【表側１】





Q21定年後の考え

		



概ねこうしたいと考えている

考えたことはあるが、イメージがわかない

今は考えていないが、定年までには考えたい

定年後、ゆっくり考えたい

定年後のことについて
概ねこうしたいと考えている人の割合（ｎ=1151）



Q22したいこと男女

		

								　就労（再雇用・再就職等）		　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		　趣味の活動・地域のサークル		　家事・介護		　その他		　特別なことはしない／普通に過ごす

		66				100～300万円未満		62.1		7.6		31.8		12.1		1.5		18.2

		203				300～500万円未満		50.7		9.4		30.0		12.8		3.0		25.6

		228				500～700万円未満		53.5		15.8		29.8		13.2		1.8		25.4

		235				700～1,000万円未満		54.5		13.6		35.3		12.8		5.1		21.7

		136				1,000～1,500万円未満		59.6		26.5		35.3		12.5		2.9		14.7

		44				1,500万円以上		47.7		25.0		47.7		13.6		6.8		20.5

		912





Q22したいこと男女

		



個人年収別　定年後したいこと（複数回答　40-69歳　男・女　ｎ＝912）

％

　就労（再雇用・再就職等）

　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）

　趣味の活動・地域のサークル

　家事・介護

　その他

　特別なことはしない／普通に過ごす



Q22したいこと男

		

								　就労（再雇用・再就職等）		　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		　趣味の活動・地域のサークル		　家事・介護		　その他		　特別なことはしない／普通に過ごす

		35				100～300万円未満		65.7		2.9		31.4		14.3		0.0		14.3

		129				300～500万円未満		50.4		7.8		30.2		10.1		3.9		24.0

		175				500～700万円未満		52.0		14.9		26.9		12.6		2.3		28.0

		197				700～1,000万円未満		56.3		12.7		34.5		9.6		5.6		20.8

		113				1,000～1,500万円未満		63.7		27.4		33.6		10.6		2.7		13.3

		34				1,500万円以上		55.9		23.5		55.9		8.8		2.9		17.6

		683





Q22したいこと男

		



個人年収別　定年後したいこと（複数回答　40-69歳　男　ｎ＝683）

％

　就労（再雇用・再就職等）

　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）

　趣味の活動・地域のサークル

　家事・介護

　その他

　特別なことはしない／普通に過ごす



Q22したいこと女

		

		229						　就労（再雇用・再就職等）		　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		　趣味の活動・地域のサークル		　家事・介護		　その他		　特別なことはしない／普通に過ごす

		31				100～300万円未満		58.1		12.9		32.3		9.7		3.2		22.6

		74				300～500万円未満		51.4		12.2		29.7		17.6		1.4		28.4

		53				500～700万円未満		58.5		18.9		39.6		15.1		0.0		17.0

		38				700～1,000万円未満		44.7		18.4		39.5		28.9		2.6		26.3

		33				1,000万円以上 イジョウ		33.3		24.2		36.4		24.2		9.1		24.2

		23				1,000～1,500万円未満		39.1		21.7		43.5		21.7		4.3		21.7

		10				1,500万円以上		20.0		30.0		20.0		30.0		20.0		30.0





Q22したいこと女

		



個人年収別　定年後したいこと（複数回答　40-69歳　女　ｎ＝229）

％

　就労（再雇用・再就職等）

　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）

　趣味の活動・地域のサークル

　家事・介護

　その他

　特別なことはしない／普通に過ごす



Q23理由男女

		

								　経済的に必要だから		　社会貢献がしたいから		　自分の人生を楽しみたいから		　家庭の事情で		　健康維持のため		　生活リズムを作るため		　自分の能力や経験を生かしたいから		　定年後に、自宅に終日いることを避けたいから		　特にすることがないため		　その他		　特にない／分からない

		54				100～300万円未満		63.0		7.4		35.2		9.3		27.8		24.1		16.7		29.6		11.1		1.9		0.0

		151				300～500万円未満		59.6		11.3		41.7		7.9		29.8		37.1		22.5		32.5		13.9		2.6		2.6

		170				500～700万円未満		52.9		17.1		42.4		12.4		21.8		31.8		25.9		31.8		8.2		0.6		2.4

		184				700～1,000万円未満		53.3		11.4		47.8		12.0		31.0		32.6		24.5		25.0		5.4		0.5		0.5

		116				1,000～1,500万円未満		46.6		19.8		51.7		6.9		32.8		36.2		31.0		37.9		7.8		1.7		1.7

		35				1,500万円以上		28.6		40.0		57.1		2.9		42.9		54.3		40.0		48.6		8.6		0.0		0.0

		710





Q23理由男女

		



個人年収別　定年後したいことの理由（40-69歳　男・女　ｎ＝710）

％

　経済的に必要だから

　社会貢献がしたいから

　自分の人生を楽しみたいから

　家庭の事情で

　健康維持のため

　生活リズムを作るため

　自分の能力や経験を生かしたいから

　定年後に、自宅に終日いることを避けたいから

　特にすることがないため

　その他

　特にない／分からない



Q23理由男

		

								　経済的に必要だから		　社会貢献がしたいから		　自分の人生を楽しみたいから		　家庭の事情で		　健康維持のため		　生活リズムを作るため		　自分の能力や経験を生かしたいから		　定年後に、自宅に終日いることを避けたいから		　特にすることがないため		　その他		　特にない／分からない

		30				100～300万円未満		60.0		3.3		33.3		6.7		30.0		20.0		16.7		26.7		10.0		0.0		0.0

		98				300～500万円未満		62.2		12.2		38.8		8.2		32.7		39.8		24.5		31.6		13.3		0.0		1.0

		126				500～700万円未満		53.2		19.8		40.5		12.7		19.8		27.8		24.6		31.7		8.7		0.8		3.2

		156				700～1,000万円未満		55.1		12.8		44.2		9.6		32.7		29.5		22.4		21.8		5.1		0.0		0.0

		98				1,000～1,500万円未満		49.0		19.4		49.0		7.1		36.7		39.8		32.7		36.7		9.2		1.0		1.0

		28				1,500万円以上		32.1		39.3		57.1		0.0		46.4		60.7		39.3		46.4		3.6		0.0		0.0

		536





Q23理由男

		



個人年収別　定年後したいことの理由（複数回答　40-69歳　男　ｎ＝536）

％

　経済的に必要だから

　社会貢献がしたいから

　自分の人生を楽しみたいから

　家庭の事情で

　健康維持のため

　生活リズムを作るため

　自分の能力や経験を生かしたいから

　定年後に、自宅に終日いることを避けたいから

　特にすることがないため

　その他

　特にない／分からない



Q23理由女

		

								　経済的に必要だから		　社会貢献がしたいから		　自分の人生を楽しみたいから		　家庭の事情で		　健康維持のため		　生活リズムを作るため		　自分の能力や経験を生かしたいから		　定年後に、自宅に終日いることを避けたいから		　特にすることがないため		　その他		　特にない／分からない

		24				100～300万円未満		66.7		12.5		37.5		12.5		25.0		29.2		16.7		33.3		12.5		4.2		0.0

		53				300～500万円未満		54.7		9.4		47.2		7.5		24.5		32.1		18.9		34.0		15.1		7.5		5.7

		44				500～700万円未満		52.3		9.1		47.7		11.4		27.3		43.2		29.5		31.8		6.8		0.0		0.0

		28				700～1,000万円未満		42.9		3.6		67.9		25.0		21.4		50.0		35.7		42.9		7.1		3.6		3.6

		25				1000万円以上 マンエンイジョウ		28.0		28.0		64.0		8.0		16.0		20.0		28.0		48.0		8.0		4.0		4.0

		18				1,000～1,500万円未満		33.3		22.2		66.7		5.6		11.1		16.7		22.2		44.4		0.0		5.6		5.6

		7				1,500万円以上		14.3		42.9		57.1		14.3		28.6		28.6		42.9		57.1		28.6		0.0		0.0

		174						6		4		12		1		2		3		4		8		0		1		1

								1		3		4		1		2		2		3		4		2		0		0





Q23理由女

		



個人年収別　定年後したいことの理由（複数回答　40-69歳　女　ｎ＝174）

％

　経済的に必要だから

　社会貢献がしたいから

　自分の人生を楽しみたいから

　家庭の事情で

　健康維持のため

　生活リズムを作るため

　自分の能力や経験を生かしたいから

　定年後に、自宅に終日いることを避けたいから

　特にすることがないため

　その他

　特にない／分からない



Q26していること男女

		

		278						　就労（再雇用・再就職等）		　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		　趣味の活動・地域のサークル		　家事・介護		　その他		　特別なことはしない／普通に過ごす

		58				100万円未満		1.7		13.8		25.9		65.5		0.0		25.9

		146				100～300万円未満		0.7		13.0		18.5		30.1		1.4		56.8

		50				300～500万円未満		8.0		18.0		28.0		34.0		2.0		40.0

		24				500万円以上 マンエンイジョウ		0.0		16.7		29.2		37.5		12.5		41.7

		14				500～700万円未満		0.0		28.6		35.7		28.6		14.3		50.0

		6				700～1,000万円未満		0.0		0.0		33.3		66.7		0.0		16.7

		1				1,000～1,500万円未満		0.0		0.0		0.0		100.0		0.0		0.0

		3				1,500万円以上		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3		66.7





Q26していること男女

		



個人年収別　定年後していること（複数回答　40-69歳　男・女　ｎ＝278）

％

　就労（再雇用・再就職等）

　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）

　趣味の活動・地域のサークル

　家事・介護

　その他

　特別なことはしない／普通に過ごす



Q26していること男女 (世帯年収別)

		

		312						　就労（再雇用・再就職等）		　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		　趣味の活動・地域のサークル		　家事・介護		　その他		　特別なことはしない／普通に過ごす

		12				100万円未満		8.3		16.7		41.7		66.7		0.0		16.7

		160				100～300万円未満		0.6		15.6		18.8		29.4		1.3		57.5

		113				300～500万円未満		5.3		19.5		31.0		38.9		1.8		42.5

		39				500万円以上 マンエンイジョウ		0.0		8.8		44.1		47.1		11.8		26.5

		16				500～700万円未満		0.0		12.5		37.5		43.8		0.0		25.0

		10				700～1,000万円未満		0.0		10.0		60.0		70.0		10.0		20.0

		5				1,000～1,500万円未満		0.0		0.0		60.0		40.0		40.0		20.0

		3				1,500万円以上		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3		66.7

										年収の少ない人は、 ネンシュウスクヒト

										就労と自治会・ボランティア等の活動 シュウロウジチカイトウカツドウ





Q26していること男女 (世帯年収別)

		



世帯年収別　定年後していること（複数回答　55歳以上　男・女　ｎ＝312）

％

　就労（再雇用・再就職等）

　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）

　趣味の活動・地域のサークル

　家事・介護

　その他

　特別なことはしない／普通に過ごす



Q26していること男 (世帯年収別)

		



定年後していること
（世帯年収別　複数回答　55歳以上　男・女　ｎ＝312）

％

　就労（再雇用・再就職等）

　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）

　趣味の活動・地域のサークル

　家事・介護

　その他

　特別なことはしない／普通に過ごす



Q26していること女 (世帯年収別) 

		

		200						　就労（再雇用・再就職等）		　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		　趣味の活動・地域のサークル		　家事・介護		　その他		　特別なことはしない／普通に過ごす

		7				100万円未満		14.3		14.3		28.6		57.1		0.0		14.3

		101				100～300万円未満		0.0		14.9		14.9		20.8		0.0		65.3

		71				300～500万円未満		7.0		11.3		23.9		25.4		2.8		52.1

		28				500万円以上 マンエンイジョウ		0.0		5.9		35.3		41.2		23.5		35.3

		6				500～700万円未満		0.0		0.0		50.0		33.3		0.0		33.3

		5				700～1,000万円未満		0.0		20.0		40.0		80.0		20.0		20.0

		3				1,000～1,500万円未満		0.0		0.0		33.3		33.3		66.7		33.3

		3				1,500万円以上		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3		66.7





Q26していること女 (世帯年収別) 

		



世帯年収別　定年後していること（複数回答　55歳以上　男　ｎ＝200）

％

　就労（再雇用・再就職等）

　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）

　趣味の活動・地域のサークル

　家事・介護

　その他

　特別なことはしない／普通に過ごす



Ｑ27していることの理由

		

		112						　就労（再雇用・再就職等）		　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		　趣味の活動・地域のサークル		　家事・介護		　その他		　特別なことはしない／普通に過ごす

		5				100万円未満		0.0		20.0		60.0		80.0		0.0		20.0

		59				100～300万円未満		1.7		16.9		25.4		44.1		3.4		44.1

		42				300～500万円未満		2.4		33.3		42.9		61.9		0.0		26.2

		11				500万円以上 マンエンイジョウ		0.0		10.0		45.0		45.0		5.0		25.0

		10				500～700万円未満		0.0		20.0		30.0		50.0		0.0		20.0

		5				700～1,000万円未満		0.0		0.0		80.0		60.0		0.0		20.0

		2				1,000～1,500万円未満		0.0		0.0		100.0		50.0		0.0		0.0

		3				1,500万円以上		0.0		0.0		0.0		0.0		33.3		66.7





Ｑ27していることの理由

		



世帯年収別　定年後していること（複数回答　55歳以上　女　ｎ＝112）

％

　就労（再雇用・再就職等）

　自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）

　趣味の活動・地域のサークル

　家事・介護

　その他

　特別なことはしない／普通に過ごす



		

				ｎ=		【表側１】その中で、最も時間をかけていることを1つだけ（回答は1つ）－Q26　あなたは、今現在以下のことをしていますか。		社会貢献がしたいから		自分の能力や経験を生かしたいから		自分の人生を楽しみたいから		家庭の事情で		経済的に必要だから		健康維持のため		生活リズムを作るため		定年後に、自宅に終日いることを避けたいから		特にすることがないため		その他		特にない／分からない		(%)

		TOTAL		8		就労（再雇用・再就職等）		0.0		12.5		12.5		0.0		37.5		37.5		37.5		12.5		12.5		0.0		25.0

				32		自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		56.3		40.6		34.4		0.0		0.0		18.8		25.0		53.1		9.4		6.3		6.3

				60		地域のサークル・趣味の活動		23.3		30.0		76.7		0.0		1.7		51.7		40.0		35.0		1.7		3.3		1.7

				133		家事・介護		1.5		1.5		15.0		42.1		12.0		23.3		24.8		6.0		15.0		6.8		16.5

				5		その他（株式投資、スポーツ、就活中など）		0.0		40.0		80.0		0.0		60.0		60.0		20.0		20.0		0.0		0.0		0.0

				238		TOTAL		14.3		15.1		34.5		23.5		9.7		31.1		29.0		20.2		10.5		5.5		11.3

		男性		115		TOTAL		17.4		11.3		36.5		26.1		13.0		32.2		27.0		27.8		12.2		7.0		6.1

				5		就労（再雇用・再就職等）		0.0		0.0		20.0		0.0		60.0		40.0		40.0		20.0		20.0		0.0		0.0

				20		自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		50.0		20.0		30.0		0.0		0.0		15.0		25.0		60.0		15.0		10.0		10.0

				35		地域のサークル・趣味の活動		22.9		20.0		74.3		0.0		0.0		48.6		34.3		42.9		2.9		0.0		2.9

				50		家事・介護		4.0		0.0		10.0		60.0		18.0		24.0		22.0		6.0		18.0		12.0		8.0

				5		その他		0.0		40.0		80.0		0.0		60.0		60.0		20.0		20.0		0.0		0.0		0.0

		女性		123		TOTAL		11.4		18.7		32.5		21.1		6.5		30.1		30.9		13.0		8.9		4.1		16.3

				3		就労（再雇用・再就職等）		0.0		33.3		0.0		0.0		0.0		33.3		33.3		0.0		0.0		0.0		66.7

				12		自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）		66.7		75.0		41.7		0.0		0.0		25.0		25.0		41.7		0.0		0.0		0.0

				25		地域のサークル・趣味の活動		24.0		44.0		80.0		0.0		4.0		56.0		48.0		24.0		0.0		8.0		0.0

				83		家事・介護		0.0		2.4		18.1		31.3		8.4		22.9		26.5		6.0		13.3		3.6		21.7

								特に何もしていない人は除かれている トクナニヒトノゾ

								一人４．４３個の理由をあげており、動機は様々なものの複合であることがわかる。 ヒトリコリユウドウキサマザマフクゴウ

								就労している人が少ないため経済的な理由が少ない シュウロウヒトスクケイザイテキリユウスク





		9.7

		14.3

		34.5

		23.5

		31.1

		29

		15.1

		20.2

		10.5

		5.5

		11.3



(%)

【Q26(2)引用】を選んだ理由としてあてはまるもの全て（回答はいくつでも）－Q27　定年（または早期退職）後、最も時間をかけていることとして、【Q26(2)引用】を選んだ理由をお答えください。



		



Ｑ27　定年後していることと　その理由
（n＝238　特別なことはしていないと答えた人は含まれない）

％

理由の回答数＝4.43個/人

就労（再雇用・再就職等）

自治会・ボランティア・NPO活動（有償ボランティア含）

地域のサークル・趣味の活動

家事・介護

その他（株式投資、スポーツ、就活中など）





50代後半の有業者（男性）の平日 60代前半の無業者（男性）の平日 

仕事 

通勤 

テレビ等 

休養等 

％ ％ 

睡眠 睡眠 

家事 

買物 

趣味等 

出典：総務省 「平成28年社会生活基本調査 生活時間に関する結果」より作成 
4 

･･･何をしたらよいか時間の使い方がわからない？ 
定年退職後の実際 



我が国の定年の 歴史 

5 



 律令制下の官僚の定年「致仕」（選叙令）＝  

古代～近世 

役人（支配層） 

（有力貴族は延長可能） 

6 

経験を積み知識豊富な老人は組織・社会の宝 

60歳までは現役 
 律令制下 一般庶民 61歳から「老」 （66歳以上は「耆（き）」）  

 ＝兵役免除＋成人男子が負担する「庸・調」（人頭税）の半減  

庶民 
農業等生業が主･･･働けるうちは働く＝決まった年齢“定年”無し 

武士社会  

 奉公 鎌倉時代 御家人の引退年齢の目安70歳  

 江戸時代 老衰隠居は70歳以上 （病弱隠居は40歳以上）  

＝ 長生きするのが武士道 

※1834年江戸城の70歳超の役人50人。最高齢：西丸槍奉行 堀直従94歳 

70歳 「帰レ田養レ命」 

参考文献･･･柳谷慶子『江戸時代の老いと看取り』山川出版社 



近代～現代 

■明治 富国強兵策 近代産業勃興期 

職工（ブルーカラー）を逃がさない 
労働力確保（定着率向上）策 
  ※ 明治期＝資本主義勃興期：大量の労働者が必要 
              ・・・労働者の引き抜き合戦 

 東京砲兵工廠1887年、日本郵船1902年など一部の 
 事業所等で実施。   しかしほとんど機能せず。 

55歳の由来・・・ 
  海軍工廠 定期職工採用年齢上限45歳＋年季10年 

    

55歳停年＋退職金  

→ 寄宿舎設置、幼年工に対し企業内教育機関（小学校）も設立 

企業 停・定年制の始まり 

参考文献･･･荻原勝『定年制の歴史』日本労働協会 



■ 関東大震災（大正13） 
  経済活動大打撃＝多くの企業が倒産、多くの労働者が離散 
   →  震災復興 ＝企業は離散した労働者確保に注力 
     → 昭和前期（戦前～戦中）停年制・終身雇用化  

■戦後 高度経済成長期 
   人材確保が企業の大きな経営課題 
    新卒者の囲い込み・・・“金の卵” 企業内教育機関の活用 
      終身雇用制の定着 会社に対する信頼感、忠誠心＝高業績 
    企業内労働市場の形成（労働組合も企業単位） 
      ・・・配置転換、転勤等で企業内の流動性を確保         

   終身雇用制のもと 労働者の“出口”の制度的な確立 
   特にホワイトカラーの新陳代謝策として定年制が必要 

停年 
 → 定年 

8 



高度経済成長と定年制度 

9 

      

  戦後 日本式経営成功の方程式･･･終身雇用制 

    → 就職ではなく就社、会社は疑似家族 
                  ♪サラリーマンは気楽な稼業と来たもんだ～♪（植木等ドント節） 

１つの企業で勤め上げることが社会人として評価された 
  → 定年＝（人生の）ゴールという意識 

親族：子供を有名な企業、安定した企業に入れたい・・・ 

   （これまでの）日本企業の手厚い人事・福利サービス 
          会社に お任せ →依存 

    長年の居場所＝慣れ親しんだ”家” →脱出困難性 



会社に長年いることで生じる“思考ぐせ” 

（定年後）人生を切り開いていくための
思考、心構えの欠如 

視野 
思考停止ぐせ 

会社の枠の中での思考 
（自分への期待・目標も会社の枠で決めてしまう） 

参考：「50代からの自分再発見講座〜このまま「終わる」つもりはない〜」小柳津 誠（NPO法人リライフ社会デザイン協会講座） 



効率追求･･･役割の専門・分業化 

高度経済成長期に生じた 歪み 
家族 ⇔ 会社人  

11 

・・・定年後男性の大きな課題 
以前の生業時代は共働き＝男も日常的に家事を担っていたが・・・ 

  
 
  夫婦間の役割：専門・分業化 

  →夫＝会社で稼いでくる人、妻＝家事・育児する人 

  

   家事のできない・自活できない  妻に依存する夫 

自立生活への 
ﾘｱﾘﾃｨ、ｽｷﾙの欠如 

※会社でも・・・ 秘書・部下に依存していた役職者は 
  実務能力（自立スキル）が欠如 

（昭和５５年：専業主婦世帯が２/３） 



効率追求･･･国土レベルで集中・過疎、専門・分業化 

高度経済成長期に生じた 歪み 

 地方の村落共同体からの若者の引きはがし（大量の団塊世代～） 

 →職・住分離（大都市）･･･通勤問題、ニュータウン問題 
 会社が居場所・人生･･･家＝“帰って寝るだけの場所” 
 →企業戦士（会社人間、転勤族）の量産 
   多くの働く人は 住んでいる地域コミュニティから乖離 
            （地域）社会人としての意識・感覚欠如 
    仕事：専門化 →地域で活動するスキル・繋がりの欠如 
    仕事：分業制 →社会との接し方＝会社の枠を通して 

地域・社会 ⇔ 会社・人  

12 

地域社会に対する  
個人としてのつながり 
ﾘｱﾘﾃｨ、ｽｷﾙの欠如 

社会 会社 
地域 
生業（個人事業）者等 

社縁社会 

肩書なしでの社外・社会とコミュニケーションが苦手 



13 

定年制･･･企業の対応 
 高齢者雇用安定化法  
       2006年 65歳までの雇用確保措置義務化 
(a)定年制の廃止 (b)定年の65歳以上への引上げ (c)65歳まで継続して雇用する制度の導入 

（年金支給開始年齢の引上げに伴い） 

厚生労働省：2017年調査 

60歳定年制をできれば維持したい？ 
人件費の増加、終身雇用型（年齢）賃金カーブ・役職者バランスの変更は簡単な話ではない。 
  ■定年は、人の滞留（終身雇用で雇ってきた人）を一旦リセット、選別する機会 

しかし、60歳定年制を採用している企業＝８割 
従業員1000人以上＝84.6% 

300～999人＝81.4% 
100～299人＝78.5% 

30～99人＝71.6% 
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産業別就業人口割合（1920-2015） 

朝鮮戦争 
  高度経済成長 

％ 

第１次産業 

第３次産業 

第２次産業 

ＩＴバブル 

労働者派遣法改正 
バブル崩壊 

働き方 
改革 

総務省労働力調査より作成 

（終身雇用意識） 
積極的転職が
不活発な世代 
：現在の中高年 

世代による企業・職に対する考え方の変化（最近） 
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パソコン 

スマートホン 

インターネットに接続でき

る家庭用テレビゲーム機 

情報通信機器の普及状況 
（1999-2016） ％ 

“派遣”という選択肢の拡大、ネット（情報）社会の進展により、 
転職、起業のハードルが低下 

総務省通信利用動向より作成 

2000年以降 個人レベルでＩＴ普及 

会社に居ながらSNSで外部（の価値観）と繋がれる時代  

中高年とは違う 20代、30代の出現 



定年の未来 

個人・生活者の視点 
 ６０歳以降人生の長期化 
 ・人生の多毛作化→ ライフマネジメント（自己決定）の必要性 
 ・“生活費を稼ぐ”ことの必要性 

15 

社会の視点 
 ・社会保障費の増加抑制、年金制度の維持 
  ・・・税金を使う人→できるだけ税金を納める人 
    ＝働ける期間の延長へ 
 ・働き方改革（技術のサポート･･･時間的・空間的自由度の拡大） 
  働き方のグローバル・スタンダード化  
  ･･･雇用は 意思・意欲と能力で決まるもの（年齢差別の禁止） 
 ・技術革新により加速する社会変化→企業活動のスピード化 
 ・変化の激しい企業のスリム化→“プロジェクト化”“外注化” 
 



企業： 
 人材の流動化･･･必要な人材のフレキシブルな調達 

16 

個人： 
 定年の自己決定化･･･いつまで働くかを自分で決める 

意思・意欲と能力により 

           いつまでも働ける・雇用する社会 

終身雇用＆定年制の終焉 



17 

新卒 
一括採用 定年 

NEXT SOCIETYへ 

追いつき追い抜くべき目標有り、ある程度予見可能な社会 

人材のフレキシブルな出入り 

知識社会：多様な人材、他環境での経験・学びの融合⇒化学反応 

企業・・・多様な人・働き方、ダイバーシティ・マネジメント 
個人・・・社会の変化への対応、自立し役割を担うための学び直し・生涯学習、 
      家事・地域活動等を含む経験、再起力 

企業 

NEXT SOCIETY ：先の見えない不確実な社会 

終身雇用 
企業 モノ効率生産社会：人材を囲い込み、同一化・一律化 

＜高度経済成長期＞ 

適合不全 



農作業にいそしむ老人 家督を譲った場合でも家事・農作業からの引退はしなかった 
                    四季農耕屏風図（斉藤秋圃）  

江戸時代も長寿者多い 
 

 徳川光圀 73歳 
 伊能忠敬 74歳 
 良寛    74歳 
 上田秋成 76歳 
 滝澤馬琴 82歳 
 貝原益軒 85歳 
 杉田玄白 85歳 
 葛飾北斎 90歳 

  戦で死ななければ 
長寿だった戦国武将 
 

 宇喜多秀家 83歳 
 尼子経久     84歳 
 島津義弘     85歳 
 北条早雲     88歳 
 真田信之     91歳 
 龍造寺家兼  93歳 
 北条幻庵     97歳 

役割をもち仕事を成した人達 18 

18 

貝原益軒誕生日12/17：「未病の日」 

 老後、官職なき人は、つねに只わが心と身を養う工夫を専らにすべし。   
 うごく者は長久なり、うごかざる者はかえって命みじかし。 是を以て、四民ともに    
        （仕）事をよくつとむべし、安逸なるべからず。是 すなわち養生の術なり。                              

高齢期の暮らし方モデル 

 江戸中期の大ベストセラー「養生訓」            

                                    “腹八分”“医は仁術なり” ・・・ 
            

  貝原益軒・・・ 
 医学者・儒学者・農学者 

米国が注目する 医療に頼らない統合的ｱﾌﾟﾛｰﾁ（暮らし方） 

生業・役割をもち、学び、動くことの重要性 最後に 
歴史に学ぶ 



江戸時代 老人の役割  

19 

2.子（孫）育ての担い手・・・世代をつなぐ 
 子の親は共働きで多忙。老人は孫と遊び、昔話を語る中で、 
 自然や社会の出来事の意味や物の名前を教える 育成の担い手。 

3.人間関係の調節者・・・個々をつなぐ 
 死別・生別を含め人生経験を積み重ね多くの苦悩と処世の術を 
 身につけた老人＝良き相談相手。 

・・・つなぐ人 

1.生業・家事の担い手・・・共同体・仕事をつなぐ 
 農・漁業・手工業、家事等への従事、水利・入会地の管理、 
 田植え、家普請、屋根の葺替えなど共同作業を統一的に行う 
 村落共同体を維持する指導者。 



昔の人が長寿だった理由 

役割 

20 

生業・子（孫）育て・地域の担い手 

食（栄養） 
日本食・有機食材 

運動 
移動＝徒歩が主 

２～３万歩/日 

歴史に学ぶ 医療技術が発達していない、衛生状態が良いとはいえない時代でも 

地域循環型社会 

健康長寿 

（つなぐ） 

定年シニアの生き方･･･介護予防、QOLの向上 
今後の めざすべき地域（包括ケア）社会の鍵 
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